
 

平成 21 年度 第１回 神戸大学・暁木会意見交換会 議事録 

 

日 時 ： 平成 21 年 6 月 18 日（木） 18：30～20：30 
場 所 ： 神戸大学工学部（生協食堂・AMEC） 

 
出席者（敬称略）： 

暁木会：南部、池野、亀山、尾原、伊藤、濱村、寺谷、荒瀬、野並（９名） 

大学：中山、飯塚、喜多、川谷、藤田、澁谷、森川、芥川、吉田、三木、近藤 

（１１名） 

 
議事： 
１． 暁木会会長あいさつ（南部暁木会会長） 
２． 市民工学専攻長あいさつ（中山専攻長） 
３． 学術振興基金助成金の贈呈 
４． 乾杯（亀山副会長） 
― 意見交換会 ― 
５． 自己紹介（近藤克大技術職員） 
６． JABEE 関係（卒業生へのアンケート）（森川教授，吉田准教授） 
７． インターンシップ企業受入れのお願い（藤田教授） 
８． 講義プロジェクトマネジメントについて（中山専攻長） 
９． 平成 20 年度総会について（暁木会） 
１０．平成 21 年度年間行事について（暁木会） 
１１．暁木会年会費登録状況について（暁木会） 
１２．名簿編集委員（H21.3 現在）（暁木会） 
 

今後の予定： 

10月15日(木) 18：30～ 第２回意見交換会 場所：神戸大学工学部生協食堂AMEC3 
2010年1月21日(木) 19：00～ 第３回意見交換会（新年会） 場所：三宮 

 

 

 

 



１． 暁木会会長あいさつ（南部会長） 
２． 市民工学専攻長あいさつ（中山専攻長） 
３． 学術振興基金助成金の贈呈 
４． 乾杯に引き続き、以下の意見交換がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
暁木会会長あいさつ（南部会長） 市民工学専攻長あいさつ（中山専攻長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学術振興基金助成金の贈呈 乾杯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会の様子 

 



意見交換 

６．JABEE 関係（卒業生へのアンケート）（森川教授，吉田准教授） 
・ 吉田先生より、卒業生へのアンケート実施状況について報告された。 
・ アンケート実施者から、受講当時の講義名と変わっているため、現在の講義名だけでは講

義内容が分からない。そのため、講義名＋講義内容の簡単な説明があればよい。この件に

ついて、今後はシラバスなどを活用することを検討する。 
 
７．インターンシップ企業受入れのお願い（藤田教授） 
・ 藤田先生より、昨年のインターンシップ受け入れ企業の斡旋について暁木会へのお礼が述

べられた。また、今年度も同様にご協力をお願いしたいと要望された。 
・ 暁木会へ研究発表会の資料を配布し、学生の感想などについて紹介するよう依頼した。 
 
８．講義プロジェクトマネジメントについて（中山専攻長） 
・ 中山先生より、昨年後期の講義日誌をもとに、担当いただいた講師へのお礼が述べられた。 
・ 市民工学科となり、新しく取り入れた授業でもあり、非常に広範な内容で興味深い講義で

あるため、本年度も昨年同様実施いただきたいとお願いされた。 
 
９．平成 20 年度総会について（暁木会） 
・ 出席者 202 名と例年より非常に多くの参加者があった。 
・ 総会について、開始時刻は予定どおりであったが、終わり時間が遅くなったことが反省点。 
・ 総会の時間短縮のため、支部活動の報告を短くすることが検討された。ただし、卒業生に

支部活動を理解してもらうために、この報告は必要である。暁木会ニュースなど紙面を活

用した上で、口頭報告をコンパクトにすることが必要である。 
・ 新会員紹介は好評。神戸大学大学院への進学生はより簡単に紹介するなど、時間短縮につ

いては工夫の余地がある。 
 
１０．平成 21 年度年間行事について（暁木会） 
・ ホームカミングデーは 10 月 31 日に行う予定である。 
・ 暁木会より、KOBE 工学サミットは非常に好評であったこと、またこのような行事は現在

の大学における研究活動を紹介できる良い機会であるため、今後も是非行ってもらいたい

との依頼があった。 
・ これらの大学行事の参加者増のために、暁木会より情報発信していく。 
・ 暁木会ニュースの記事について、①研究報告、②ホームカミングデー、③学生紹介、④そ

の他について、執筆依頼する。 
 
１１．暁木会年会費登録状況について（暁木会） 
・ 会費登録率改善のため、研究室の活動にて、指導教員から同窓会の大切さについて説明し、

暁木会会員としての意識向上を促していただくこととした。 
 
１２．名簿編集委員（H21.3 現在）（暁木会） 
・ 名簿編集委員について、現状を紹介した。 
・ 博士後期課程の学生についても、暁木会会員とする。            以上 


